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野野
球球
をを
しし
よよ
うう
かか
どど
うう
しし
よよ
うう

かか
とと
・・
・・
・・
。。
そそ
ここ
はは
、、
初初
志志
貫貫

徹徹
とと
いい
うう
ここ
とと
でで
、、
今今
はは
野野
球球
にに

頑頑
張張
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
大大
学学
にに
行行
くく

前前
のの
三三
月月
にに
もも
顔顔
をを
出出
しし
てて
くく

れれ
、、
「「
自自
分分
はは
ああ
のの
時時
推推
薦薦
がが
うう

まま
くく
いい
かか
ずず
辛辛
かか
っっ
たた
けけ
どど
、、
浪浪

人人
もも
しし
てて
しし
まま
っっ
たた
けけ
どど
、、
勉勉
強強

をを
頑頑
張張
っっ
てて
本本
当当
にに
良良
かか
っっ

たた
。。
」」
とと
言言
っっ
てて
笑笑
っっ
てて
たた
顔顔
がが

忘忘
れれ
らら
れれ
まま
せせ
んん
。。  

  

もも
うう
一一
人人
ごご
紹紹
介介
。。
彼彼
はは
随随
分分

前前
のの
卒卒
業業
生生
でで
、、
今今
はは
とと
ああ
るる
国国

立立
大大
学学
のの
医医
学学
部部
へへ
とと
進進
学学
しし

頑頑
張張
っっ
てて
おお
りり
まま
すす
。。
彼彼
がが
久久
しし

ぶぶ
りり
にに
顔顔
をを
出出
しし
てて
くく
れれ
たた
のの

はは
、、
ああ
のの
三三
月月
十十
一一
日日
。。
しし
かか
もも

午午
後後
二二
時時
五五
十十
五五
分分
。。
「「
車車
のの
ララ

ジジ
オオ
でで
言言
っっ
てて
たた
んん
でで
すす
けけ
どど
、、

何何
かか
大大
きき
なな
地地
震震
がが
ああ
っっ
てて
、、
大大

津津
波波
警警
報報
っっ
てて
いい
うう
聞聞
いい
たた
ここ

とと
もも
なな
いい
警警
報報
がが
出出
てて
るる
みみ
たた

いい
でで
すす
よよ
」」
とと
言言
いい
なな
がが
らら
入入
っっ

てて
きき
たた
。。
そそ
のの
時時
はは
冗冗
談談
だだ
とと
思思

っっ
てて
、、
「「
へへ
ぇぇ
～～
、、
そそ
うう
」」
とと
かか

言言
っっ
たた
だだ
けけ
だだ
っっ
たた
のの
でで
すす
がが
、、

何何
とと
言言
いい
まま
すす
かか
・・
・・
・・
、、
でで
すす
。。

話話
のの
内内
容容
はは
、、
ほほ
とと
んん
どど
がが
他他
愛愛

もも
なな
いい
話話
だだ
っっ
たた
のの
でで
すす
がが
、、

「「
いい
よよ
いい
よよ
そそ
ろろ
そそ
ろろ
国国
家家
試試

験験
でで
すす
よよ
」」
っっ
てて
なな
話話
にに
なな
っっ

たた
。。
「「
そそ
うう
かか
ぁぁ
。。
頑頑
張張
れれ
よよ
」」

っっ
てて
声声
をを
かか
けけ
「「
頑頑
張張
りり
まま
すす
」」

とと
返返
事事
がが
ああ
りり
、、
本本
当当
にに
何何
気気
なな

いい
会会
話話
のの
後後
、、
弱弱
気気
なな
ここ
とと
をを
ああ

まま
りり
言言
わわ
なな
いい
タタ
イイ
ププ
なな
のの
にに

「「
けけ
どど
、、
学学
んん
でで
医医
療療
のの
現現
場場
をを

 
「「
弱弱
ささ
」」
がが
ああ
っっ
てて
「「
強強
くく
」」
なな
れれ
るる
。。  

強強
くく
なな
ろろ
うう
。。
大大
きき
くく
なな
ろろ
うう
。。  

 

「「
今今
年年
もも
九九
月月
にに
突突
入入
かか

ぁぁ
・・
・・
・・
」」
なな
どど
とと
思思
いい
なな
がが
らら
、、

しし
みみ
じじ
みみ
とと
夜夜
空空
にに
浮浮
かか
ぶぶ
おお

月月
ささ
まま
をを
見見
上上
げげ
てて
おお
りり
まま
すす

とと
、、
今今
年年
のの
初初
めめ
かか
らら
のの
出出
来来
事事

がが
頭頭
のの
中中
にに
浮浮
かか
んん
でで
きき
まま
しし

たた
。。
いい
ろろ
んん
なな
ここ
とと
がが
浮浮
かか
んん
でで

くく
るる
のの
でで
すす
がが
、、
そそ
のの
中中
でで
もも
、、

今今
年年
にに
なな
っっ
てて
私私
自自
身身
がが
塾塾
生生

（（
塾塾
ＯＯ
ＢＢ
））
かか
らら
教教
ええ
らら
れれ
たた
ここ

とと
をを
思思
いい
出出
しし
、、
「「
今今
頃頃
頑頑
張張
っっ

てて
るる
かか
なな
？？
」」
なな
どど
とと
思思
っっ
たた
つつ

いい
でで
とと
言言
っっ
てて
はは
失失
礼礼
でで
すす
がが
、、

そそ
のの
ここ
とと
をを
書書
いい
てて
みみ
よよ
うう
とと

思思
いい
まま
すす
。。  

  

彼彼
がが
入入
塾塾
しし
てて
きき
たた
のの
はは
高高

３３
のの
十十
一一
月月
でで
しし
たた
。。
野野
球球
部部
にに

所所
属属
しし
てて
いい
たた
子子
でで
、、
早早
稲稲
田田
大大

学学
にに
進進
学学
しし
、、
大大
学学
でで
もも
野野
球球
をを

すす
るる
のの
をを
夢夢
見見
てて
いい
たた
子子
でで
しし

たた
。。
本本
人人
はは
推推
薦薦
でで
進進
学学
しし
よよ
うう

とと
考考
ええ
てて
いい
たた
よよ
うう
でで
、、
十十
一一
月月

まま
でで
ほほ
とと
んん
どど
受受
験験
勉勉
強強
らら
しし

いい
勉勉
強強
はは
でで
きき
てて
なな
かか
っっ
たた
のの

でで
すす
がが
、、
推推
薦薦
はは
うう
まま
くく
いい
かか

ずず
、、
一一
般般
入入
試試
でで
のの
挑挑
戦戦
とと
なな
っっ
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おお迎迎ええ時時のの車車のの混混雑雑ににつついいてて、、保保護護者者のの皆皆様様ににごご理理解解ととごご

協協力力ををおお願願いい致致ししまますす。。おお迎迎ええのの際際ににはは、、駐駐車車場場内内ででのの安安全全

走走行行、、エエンンジジンン停停止止ににごご協協力力いいたただだくくととととももにに、、ごご近近所所出出入入

口口ななどどででのの路路上上待待機機、、他他のの駐駐車車場場のの無無断断使使用用ななどどははごご遠遠慮慮いい        

たただだききまますすよようう重重ねねてておお願願いい申申しし上上げげまますす。。  

てて
しし
まま
っっ
てて
当当
塾塾
にに
やや
っっ
てて
きき

たた
のの
でで
しし
たた
。。
「「
間間
にに
合合
いい
まま
すす

かか
ねね
？？
」」
とと
聞聞
かか
れれ
てて
もも
「「
とと
りり

ああ
ええ
ずず
死死
ぬぬ
気気
でで
やや
れれ
」」
とと
しし
かか

言言
っっ
てて
ああ
げげ
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
まま

せせ
んん
でで
しし
たた
。。
実実
際際
、、
入入
試試
まま
でで
、、

本本
当当
にに
必必
死死
にに
なな
っっ
てて
頑頑
張張
っっ

てて
いい
たた
とと
思思
いい
まま
すす
。。
がが
、、
結結
局局
、、

そそ
のの
年年
のの
受受
験験
はは
ダダ
メメ
でで
しし
たた
。。

補補
習習
科科
にに
進進
学学
？？
しし
たた
とと
いい
うう

ここ
とと
もも
ああ
りり
、、
再再
びび
、、
塾塾
にに
顔顔
をを

出出
すす
よよ
うう
にに
なな
っっ
たた
のの
がが
初初
夏夏

のの
頃頃
でで
、、
そそ
のの
時時
にに
受受
験験
かか
らら

後後
、、
どど
うう
やや
っっ
てて
過過
ごご
しし
てて
たた
かか

をを
聞聞
きき
まま
しし
たた
。。
彼彼
曰曰
くく
「「
自自
分分

はは
大大
学学
受受
験験
をを
甘甘
くく
見見
てて
いい
たた
。。

何何
もも
分分
かか
っっ
てて
なな
かか
っっ
たた
。。
だだ
かか

らら
、、
まま
ずず
、、
自自
分分
はは
勉勉
強強
法法
かか
らら

学学
ぼぼ
うう
とと
思思
いい
、、
早早
稲稲
田田
でで
受受
験験

をを
終終
ええ
たた
そそ
のの
帰帰
りり
、、
東東
京京
駅駅
にに

ああ
るる
本本
屋屋
にに
寄寄
りり
、、
そそ
ここ
でで
勉勉
強強

法法
のの
ここ
とと
がが
書書
いい
てて
ああ
るる
本本
をを

買買
っっ
たた
。。
そそ
ここ
にに
、、
中中
学学
のの
力力
のの

大大
切切
ささ
がが
書書
いい
てて
ああ
っっ
たた
。。
自自
分分

はは
そそ
ここ
かか
らら
だだ
とと
思思
いい
、、
中中
学学
かか

らら
やや
りり
直直
しし  

てて
いい
たた
。。」」  

とと
、、
ちち
ょょ  

っっ
とと
照照
れれ  

臭臭
そそ
うう
にに
言言
っっ
てて
まま
しし
たた
。。
受受
験験

かか
らら
後後
、、
深深
いい
反反
省省
とと
、、
絶絶
望望
なな

どど
がが
ああ
りり
、、
精精
神神
的的
にに
もも
追追
いい
込込

まま
れれ
たた
りり
もも
しし
たた  

とと
はは
思思
いい
まま
すす
がが
、、  

そそ
んん
なな
状状
況況
のの
中中
でで
、、  

自自
分分
のの
弱弱
点点
とと
素素
直直
にに
向向
きき
合合

ええ
たた
彼彼
はは
素素
晴晴
らら
しし
いい
。。
彼彼
がが
再再

びび
現現
れれ
たた
そそ
のの
時時
にに
はは
、、
「「
自自
分分

はは
やや
れれ
るる
」」
とと
いい
うう
手手
応応
ええ
をを
感感

じじ
たた
顔顔
にに
なな
っっ
てて
まま
しし
たた
。。
実実

際際
、、
ここ
ここ
かか
らら
がが
凄凄
かか
っっ
たた
。。
どど

のの
模模
試試
だだ
っっ
たた
かか
はは
忘忘
れれ
まま
しし

たた
がが
、、
全全
国国
のの
成成
績績
優優
秀秀
者者
欄欄
にに

記記
載載
ささ
れれ
るる
まま
でで
にに
なな
っっ
てて
いい

たた
のの
をを
覚覚
ええ
てて
いい
まま
すす
。。
本本
番番
でで

はは
難難
関関
とと
言言
わわ
れれ
るる
私私
立立
大大
学学

にに
片片
っっ
端端
かか
らら
合合
格格
しし
てて
いい
きき

まま
しし
たた
。。
合合
格格
発発
表表
のの
度度
にに
電電
話話

をを
くく
れれ
、、
私私
もも
そそ
のの
度度
にに
ガガ
ッッ
ツツ

ポポ
ーー
ズズ
をを
しし
てて
まま
しし
たた
。。
最最
後後
のの

本本
命命
でで
ああ
るる
早早
稲稲
田田
大大
学学
のの
発発

表表
でで
もも
合合
格格
しし
たた
とと
のの
連連
絡絡
をを

もも
らら
いい
、、
私私
はは
感感
心心
すす
るる
ばば
かか

りり
。。
しし
かか
しし
、、
しし
ばば
らら
くく
本本
人人
はは

悩悩
んん
だだ
よよ
うう
でで
すす
。。
勉勉
強強
のの
楽楽
しし

ささ
をを
覚覚
ええ
てて
しし
まま
いい
、、
もも
っっ
とと
学学

問問
をを
深深
めめ
たた
いい
とと
いい
うう
欲欲
求求
がが

強強
くく
なな
っっ
てて
しし
まま
っっ
たた
よよ
うう
でで
、、

 

 
坂坂本本教教室室でではは、、塾塾運運営営全全般般ををササポポーートトししててくくだだささるる  

ススタタッッフフをを募募集集ししてていいまますす。。  
 

  

☆☆求求めめるる人人材材    ４４年年生生大大学学卒卒以以上上、、人人とと接接すするるここととがが好好ききなな方方  
☆☆仕仕事事内内容容      電電話話応応対対、、受受付付業業務務、、教教務務補補助助ななどど  

((一一斉斉授授業業のの講講師師がが可可能能なな場場合合はは指指導導力力にによよりり、、時時給給優優遇遇致致ししまますす。。))  
☆☆勤勤務務時時間間・・曜曜日日    月月曜曜日日～～土土曜曜日日  ((1155：：0000~~2222：：0000))  
                ((  勤勤務務時時間間ににつついいててはは相相談談にに応応じじまますす。。))  

※※面面接接ににてて決決定定致致ししまますすののでで、、  
ままずずはは坂坂本本教教室室ままででごご連連絡絡くくだだささいい。。  

 

 

 
   

 

坂本教室からのお知らせ  

坂本教室の９月の休日は、 

４日(日) １１日(日) １８日(日) ２５日(日)  です。 

 尚、１０日(土)は、観一祭の為、 

坂本教室は１６：００～となります。 

塾からのお知らせなどをホームページにて配信中！ 

http://www.katagirijuku.com 
メールでの連絡はこちらまで  

→ katagirijuku@docomo.ne.jp 

 

 

 

 

 

 

思思
いい
がが
繋繋
がが
りり
、、
胸胸
をを
打打
たた
れれ

たた
のの
でで
しし
たた
。。  

  

２２
件件
のの
おお
話話
をを
書書
かか
せせ
てて

頂頂
きき
まま
しし
たた
がが
、、
塾塾
生生
とと
日日
々々

接接
しし
てて
いい
るる
とと
、、
教教
ええ
らら
れれ
るる

ここ
とと
、、
感感
動動
ささ
せせ
らら
れれ
るる
ここ
とと

がが
多多
いい
でで
すす
。。
何何
故故
にに
ここ
うう
もも

感感
動動
しし
てて
しし
まま
うう
のの
かか
？？  

そそ
んん
なな
ここ
とと
をを
おお
月月
ささ
まま
をを

愛愛
でで
なな
がが
らら
考考
ええ
てて
おお
りり
まま

しし
たた
。。
頑頑
張張
っっ
たた
かか
らら
胸胸
をを
打打

たた
れれ
たた
のの
かか
？？  

いい
やや
、、
頑頑
張張

っっ
たた
かか
らら
だだ
けけ
でで
ここ
うう
もも
胸胸

をを
打打
たた
れれ
はは
しし
なな
いい
。。  

でで
はは

何何
だだ
？？  

なな
どど
とと
自自
問問
自自
答答

しし
てて
おお
りり
まま
しし
たた
とと
ここ
ろろ
、、
ふふ

とと
ああ
るる
結結
論論
にに
行行
きき
着着
きき
まま

しし
たた
。。  

  

感感
動動
をを
与与
ええ
てて
くく
れれ
るる
人人

にに
共共
通通
しし
てて
言言
ええ
るる
ここ
とと
。。
そそ

れれ
はは
「「
弱弱
ささ
」」
のの
中中
でで
頑頑
張張
りり

なな
がが
らら
「「
強強
ささ
」」
をを
身身
にに
付付
けけ

大大
きき
くく
なな
ろろ
うう
とと
しし
てて
いい
るる

ここ
とと
でで
すす
。。
そそ
のの
頑頑
張張
りり
はは
、、

何何
とと
なな
くく
人人
間間
臭臭
くく
、、
愛愛
すす
べべ

きき
魅魅
力力
をを
放放
っっ
てて
くく
れれ
まま
すす
。。  

  

人人
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
「「
弱弱
ささ
」」
はは
ああ

りり
まま
すす
。。
しし
かか
しし
、、
そそ
れれ
にに
気気

付付
かか
なな
かか
っっ
たた
りり
、、
見見
てて
見見
ぬぬ

知知
れれ
ばば
知知
るる
程程
、、
やや
はは
りり  

怖怖
くく
なな
るる
ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
すす
。。
けけ

どど
、、
負負
けけ
まま
せせ
んん
よよ
。。」」
とと
言言
うう
。。

医医
療療
のの
現現
場場
とと
いい
うう
もも
のの
はは
、、
人人

のの
命命
をを
扱扱
うう
だだ
けけ
にに
、、
想想
像像
以以
上上

のの
責責
任任
のの
重重
ささ
がが
ああ
りり
、、
そそ
のの
道道

にに
進進
もも
とと
すす
るる
者者
のの
ププ
レレ
ッッ
シシ

ャャ
ーー
もも
相相
当当
大大
きき
いい
よよ
うう
でで
すす
。。

そそ
れれ
にに
しし
てて
もも
、、
いい
つつ
もも
強強
気気
なな

くく
せせ
にに
らら
しし
くく
なな
いい
ここ
とと
をを
言言

うう
なな
ぁぁ
、、
とと
いい
うう
感感
じじ
でで
見見
てて
いい

るる
とと
「「
ああ
、、
ここ
うう
見見
ええ
てて
もも
、、
人人

一一
倍倍
、、
人人
のの
たた
めめ
にに
なな
りり
たた
いい
とと

思思
っっ
てて
自自
分分
にに
負負
けけ
なな
いい
よよ
うう

にに
頑頑
張張
っっ
てて
るる
んん
でで
すす
よよ
」」
とと
、、

笑笑
いい
なな
がが
らら
、、
まま
たた
来来
まま
すす
、、
とと

言言
っっ
てて
帰帰
っっ
てて
いい
っっ
たた
。。
彼彼
がが
高高

校校
をを
卒卒
業業
しし
たた
時時
ぐぐ
らら
いい
だだ
っっ

たた
かか
、、
「「
自自
分分
はは
絶絶
対対
にに
負負
けけ
たた

くく
なな
いい
。。
だだ
かか
らら
誰誰
にに
もも
負負
けけ
なな

いい
くく
らら
いい
努努
力力
をを
しし
たた
とと
言言
ええ

るる
だだ
けけ
のの
自自
信信
がが
ああ
るる
。。
」」
とと
言言

っっ
てて
いい
たた
のの
をを
思思
いい
出出
しし
まま
しし

たた
。。
彼彼
がが
所所
属属
しし
てて
いい
たた
のの
はは
結結

構構
忙忙
しし
いい
部部
だだ
っっ
たた
のの
でで
すす
がが
、、

そそ
れれ
でで
もも
、、
毎毎
日日
、、
時時
間間
ベベ
ーー
スス

でで
はは
なな
くく
問問
題題
数数
ベベ
ーー
スス
でで
自自

分分
にに
ノノ
ルル
ママ
をを
課課
しし
、、
ノノ
ルル
ママ
をを

ここ
なな
せせ
なな
いい
日日
はは
夜夜
中中
のの
３３
時時

まま
でで
かか
かか
っっ
てて
もも
頑頑
張張
っっ
てて
いい

たた
とと
言言
っっ
てて
まま
しし
たた
。。
高高
校校
のの
時時

のの
ああ
のの
頑頑
張張
りり
はは
、、
「「
人人
のの
たた
めめ

にに
なな
りり
たた
いい
」」
とと
いい
うう
強強
いい
思思
いい

かか
らら
だだ
っっ
たた
のの
かか
、、
なな
どど
とと
今今
にに

なな
りり
過過
去去
のの
彼彼
のの
言言
動動
とと
彼彼
のの

  

ふふ
りり
をを
しし
たた
りり
、、
認認
めめ
なな
かか
っっ
たた

りり
すす
るる
ここ
とと
はは
多多
いい
とと
思思
いい
まま

すす
。。
逆逆
にに
、、
「「
弱弱
ささ
」」
にに
気気
付付
きき
、、

認認
めめ
、、
向向
かか
いい
合合
うう
にに
はは
大大
変変
なな

「「
強強
ささ
」」
がが
必必
要要
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。

「「
弱弱
ささ
」」
のの
中中
でで
もも
がが
きき
なな
がが
らら
、、

少少
しし
ずず
つつ
でで
もも
前前
にに
進進
もも
うう
、、
強強

くく
なな
ろろ
うう
、、
大大
きき
くく
なな
ろろ
うう
とと
しし

てて
、、
人人
間間
的的
にに
もも
魅魅
力力
のの
ああ
るる
大大

きき
なな
人人
にに
成成
長長
しし
てて
いい
くく
のの
だだ
ろろ

うう
なな
、、
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

  

「「
弱弱
ささ
」」
がが
ああ
っっ
てて
人人
間間
。。「「
強強

くく
」」
なな
ろろ
うう
とと
もも
がが
くく
のの
もも
人人
間間
。。

日日
々々
、、
少少
しし
ずず
つつ
「「
強強
くく
」」
なな
りり
、、

魅魅
力力
ああ
るる
人人
間間
にに
なな
れれ
れれ
ばば
良良
いい

なな
。。
おお
月月
ささ
まま
をを
見見
てて
いい
るる
とと
、、

何何
だだ
かか
そそ
んん
なな
ここ
とと
をを
考考
ええ
てて
しし

まま
っっ
たた
のの
でで
ああ
りり
まま
しし
たた
。。  
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